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論文内容の要旨

正の整数gに対し、種数gのSiegel上半空間は

Hg: = {Z= 'ZEMg(C) Ilm(Z) >O} 

で与えられるc それは， シンプレクティク群
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がMくZ):二 (AZ十B)(CZ+D)-lと作男する対称空間である。 Hg上の正期函数Fが謹数g，重みkεZのジーゲJレ・モデュラー
(A B¥ 

形式であるとはFが次の保裂性を持つ事であるO すなわち在意のM=¥c n) E SPg(Z)に対し，

F(Z) = det (CZートD)…kF(M(Z)).

種数g=1の持にiま更に次のフーリヱ展開可能性を要求するがg二三 2の時は， この条件誌自動的立満たされている。

F(Z) = E a(T)exp(π〉てItr(TZ)). 

以下Mιkでもって，種数g，重み kむジーゲル・モデュラー形式全体のなすむーベクトル空間とするokく 8に対してはMg，k

=0であり，Mg，o=CとなるoMFF9MUとおくと，自然に重み hに関する次数付環になるoM1戸む[e4，e6J ，ま古典的

によく知られている。本論文む主要結果は，以下の井草の定理の新証明を与える事である。

定盟(井草) 種数2のジーゲノレ・モデュラー形式のなす環は以下の構造を持つ。

M2，ホニニC[E4， E6， L110， L112 J⑪L135 C[E4， E6. L110， L112 J . 

ここで，Ekは重み k(k= 4 ， 6)のEisenstein級数であり，L1kは重みがk(k = 10， 12， 35)の(定数借を除いて)唯一の

カスプ形式である。 E4，E6， L11O， L112は代数的に独立であり ，L135はそれ等のなす環の 2次整拡大の元である。

申講者による新証明は，井草の元証明とは異った立場，即ち， Eichler及びZagierにより開発された Jacobi形式を用いる

ものであるO 以下にその概要を説明する。

以下2変数の重み k，インデックス mのヤコビ形式ψ:日lXC→C

伊(κ Z)= E a(n， l) qnrlとおく。〈そのFaurier麗関を定義，説明略〉全体のなすむーベクトノレ空間をJk，mと記す。

又.rEN!こ対し ψEJk，mで， α(n，l) = 0 for n<rとなる様なヤコビ形式全体のなすCーベクトル空間をJimと記す。

さて種数2重みhのジーゲソレ保型形式FEMu のフーリエ・ヤコビ展開を

FGZ)2pm(日)叫(2 "v寸 mw)
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とおくと，仇は重み k，インデックス mのヤコビ形式になる事はよく知られているので

0→'M~~tl) →M~九平~Jk， T
なる完全列を得る。ここでMi%はフーリエ・ヤコビ係数仇 ofor m<rとなるジーゲル保型形式全体のなすCーベクトル空
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間とし，Prはγ番目のフーリエ・ヤコビ係数をとる対応である 行列M-l lL対する Fの保型牲はF(~ ~..) 。 I0 0 0 1 I '-"':J :;1 ........ V ，"" vr-=I..J..'''''''' ¥z w J 

¥0 0 1 OJ 

二 (-l)kF(::)であるので変数ωと変数Tの役護剖|リjが入れ代り札，例えばhが偶数の時には上紀Rの像は

他方ヤコピ形式に対しそのフ一リエ係数を用いて 1変数保型形式を対応させる E日i詑chle町r欄♂Zag剖ie町rの理論を用いる事lにこより，表

価式 dimJi;う話I:dim Ml， k+2v-12rを得るのでまとめて，

dim M2， k..s;.I: I: dim Ml， k+2v一山

7二 Ov=号

となる。右辺の k，こ関するポアンカレ級数は古典的結果MI， 傘=c[仇， esJを用いる事iこより
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となるO ここでE4，E6， .d1O， .d12の存在とその代数的独立性を仮定すれば，上式は，構数の重みの保型形式環は，それ等払，

...， d12で生成される事を意味する O

次に奇数の重みの保型形式についても向様なポアンカレ級数の表価式

f z z t 

を得るので Ll35の存在を仮定すれは奇数の重みのジーゲル保型形式全体は Ll35C[E4， E6， LllO， .d12Jとなる事が示される。

更に，論文ではE4，E6，.d山.d12が Saito・Kurakawaliftingの帰結として得られる事，及び，それ等は代数的に独立である

事を示している。

以上により，重み 35の保型形式.d35の存在(井草による)を仮定すると，前掲の定理が証明された事となる。

論文審査の結男患の喪言

一般に，不連続群とその作用する領域及び保型因子が与えられた時に，その保型形式の環が定まる。その環構造を決定す

るという問題が考えられるが，それは一般的解答のない非常に難しい問題である。不連続群が幾何に曲来するものについて

は，ポアンカレ級数を疫う事により，保型函数体がある有限超越次数の函数体となる等のある程度一般的な事は分る。しか

しその場合でも保型形式の環の元は，i昌男Ijの群に応じた深い研究をまって初めて(部分的に)配述できる様になる，難しく

かっ深い問題であるo その中で，井草による種数2のジーゲル保型形式環の決定(1962，1964)は長らくこの方面で決定的な

結果であった。種数3については露蜂氏による都分的結果があり，それより大な種数についてはそデュラ多機体の小平次元

の計算等の結果は知ちれているが，保整形式環の環構造を決定するに誌程遠い状室長といえるc

申諸者は，原始形式の濁期写畿の理輪により導かれる拡張された IV控積域〈鶏藤 1991)上の保裂形式を，ヤコピ形式をリ

フトする事により構成する研究を行ってきた(参考論文〉。そり際ヤコビ形式。持つ変換法期は IV型領域上め保裂形式の変

換法員Ijの一部分のみになっている。従って IV型領域上の採型形式をフーリヱ燦関すると， その孫数として出てくるヤコど

形式は一般的なものではない特別な制約をうけたものでなければならない。申請者はその制約条件を明らかにすることを

テーマとして研究を進めてきたが，当輪文は，その視点を稽数2のジーゲル保型形式にあてはめたものと言えるo

この様にジーゲル保型形式の，フーリエ・ヤコビ、展開係数の持つ制約条件を用いて，次元の表稲を与えるという視点、はか

つてなかった，独自なものである。その条件の結果として定まるヤコビ形式の空間の次元評価を用いて求めたポアンカレ級

数が真のポアンカレ番数と一致するという事は予期せぬ(美しい)事態と替える。更に，その結果として次の系列は完全と

なる(記号の説明等は論文要旨参照)。



9→MiT〉→Afi?k→JIL→ o(k:偶数〉
Pr 

9→Mロ〉→Mi?k→ ZI71}→ o(k:奇数〉
Pr 

これ等の完全列を分裂 (split)させる事詰ヤコピ型式から，ジーゲノレ保型形式への liftingを与える事に外なちない。実際h

が偶数のときは仇ト→Ek(k=4 • 6)，供 1トー→ム(k=10. 12)という対応により引きおこされる環準向車写像がその様な分

裂を与えるo (ここで，約 lは重み hインデックス 1の〈定数倍を除いて)唯一のヤコビ形式である。)地方hが奇数の時は，

重み 35，インデックス?のヤコビ形式は存在しなく，最初のインヂックスは 2となるヤコビ形式 ψ35.2から始まるo この事は

インデックス 2のヤコビ形式の lσ'tingという従来考えられてこなかった新しい問題を提起しているo

以上，青木による論文は，従来知られていた，井草の定理の驚くべき簡明かっ美しい，新証明を与えたのみならず従来研

究されてこなかった，種々の保型形式の新しい liftingの理論の可能性を与えているo更に，これ等の方法による高次の種数

の場合の研究，或いはレベル付の保型形式の場合の研究等の問題提起する等，同論文は保型形式環の研究に新たな見地と可

能性をもたらしたものと高く評価できる。

以上のように申講者の業績は独創的なものであり，主輸文は博士(盟学)の学位論文として十分な内容であると考え，合

格と判定した。


